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【概　要】

看護実践の基盤となる看護技術について、その特性、対人関係を築く技術および看護過程について、講義とグループワークによ

り学修する。

【学修目標】

１．看護実践の中核となる看護技術の特性を理解する。

２．看護実践の基盤となる専門的援助関係の特徴および影響要因を説明する。

３．看護過程の構成要素および看護過程におけて実践力を支える要素を理解する。

【授業実施形態】

面接授業

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学環、学校の授業実施方針による

【ディプロマポリシー（学位授与方針）との関連】

DP3.データサイエンティストとして、社会の変化に関心を持ち、人々の新たなニーズに創造的に対応できるように生涯にわたり

自己研鑽する姿勢を身につけている。

DP5.複雑化する医療・保健・看護・福祉・心理の現場での医療専門職とのコミュニケーションを通して多職種で協働し、データ

サイエンティストとしての専門性を発揮する姿勢を身につけている。

【実務経験】

看護師

【実務経験を活かした教育内容】

病院での看護師としての実務経験を活かし、実践的教育を行う。

病院での看護師としての実務経験に基づき、看護技術の特性、対人関係を築く技術および看護過程について講義する。


